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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第68期

第３四半期連結
累計期間

第69期
第３四半期連結
累計期間

第68期
第３四半期連結
会計期間

第69期
第３四半期連結
会計期間

第68期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 2,035,9081,381,082442,016 510,6502,640,208

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 60,650△202,163 29,585 677 △46,230

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失（△）

(千円) 15,176△171,618△136,002 △2,335 △86,144

純資産額 (千円) ― ― 2,540,9742,273,2942,444,337

総資産額 (千円) ― ― 3,749,0463,284,9523,602,357

１株当たり純資産額 (円) ― ― 85.69 76.66 82.43

１株当たり四半期
純利益金額又は四半期
(当期)純損失金額
（△）

(円) 0.51 △5.79 △4.59 △0.08 △2.91

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 67.8 69.2 67.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 100,852△238,779 ― ― 553,850

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 60,028 △7,320 ― ― 70,599

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △126,398 55,138 ― ― △158,622

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 900,9451,139,8171,332,289

従業員数 (名) ― ― 117 104 111

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第68期第３四半期連結累計期間は、希薄

化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第68期第３四半期連結会計期間、

第68期、第69期第３四半期連結累計期間及び第69期第３四半期連結会計期間は、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 104(10)

(注)  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は( )内に当第３四半期連結会計期間の平均人数を外書で記載して

おります。

　

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 6(-)

(注) １  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は( )内に当第３四半期会計期間の平均人数を外書で記載して

おります。

２  従業員数は、当社から他社への出向者を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

工業炉燃焼装置関連事業 509,863 15.6

(内訳) 環境装置石油化学部門 140,078 67.2

工業炉部門 20,174 △44.7

ボイラ用機器部門 42,612 △44.6

工業炉用機器部門 70,118 65.4

産業機械用機器部門 30,685 3,510.0

メンテナンスサービス部門 76,416 88.2

部品部門 65,578 △18.9

ＨＲＳ部門 48,467 △9.3

電気計装制御部門 15,731 △39.0

その他の事業 787 1.2

合計 510,650 15.5

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  金額は、販売価格によっております。

３  前年同四半期比（％）については、セグメント区分に変更がないため従来どおり記載しております。

４  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

工業炉燃焼装置関連事業 454,822 △17.0 772,186 11.6

(内訳) 環境装置石油化学部門 60,116 △6.0 328,513 177.0

工業炉部門 34,724 △16.6 42,115 109.8

ボイラ用機器部門 39,694 △70.1 52,510 △77.4

工業炉用機器部門 64,928 19.7 29,667 △62.6

産業機械用機器部門 51,846 5,999.5 91,711 ─

メンテナンスサービス部門 54,114 △17.3 71,446 △31.2

部品部門 72,585 △25.4 27,887 △60.8

ＨＲＳ部門 56,863 8.2 115,754 297.3

電気計装制御部門 19,948 △48.7 12,580 △66.1

その他の事業 ─ ─ ─ ─

合計 454,822 △17.0 772,186 11.6

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  前年同四半期比（％）については、セグメント区分に変更がないため従来どおり記載しております。

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

工業炉燃焼装置関連事業 509,863 15.6

(内訳) 環境装置石油化学部門 140,078 67.2

工業炉部門 20,174 △44.7

ボイラ用機器部門 42,612 △44.6

工業炉用機器部門 70,118 65.4

産業機械用機器部門 30,685 3,510.0

メンテナンスサービス部門 76,416 88.2

部品部門 65,578 △18.9

ＨＲＳ部門 48,467 △9.3

電気計装制御部門 15,731 △39.0

その他の事業 787 1.2

合計 510,650 15.5

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  前年同四半期比（％）については、セグメント区分に変更がないため従来どおり記載しております。

３  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
　

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

三菱マテリアルテクノ㈱ 192,700 43.6 ─ ─

４  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

５  当第３四半期連結会計期間の三菱マテリアルテクノ㈱については、当該割合が100分の10未満のため記載を省

略いたしました。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

(1)技術受入契約

当第３四半期連結会計期間に締結及び解約した契約はありません。

　

(2)技術供与契約

当第３四半期連結会計期間に締結及び解約した契約はありません。

　

(3)連結子会社における技術供与契約

当第３四半期連結会計期間に締結及び解約した契約はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

（1）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、新興国

の経済成長に支えられた輸出の増加や政府による景気対策の効果を背景に、緩やかな景気回復の動きが

見られたものの、長期化している円高や株価および個人消費の低迷などにより先行き不透明な状況が継

続することとなりました。当社の属する熱処理関連業界におきましても、受注環境に底入れの兆しはある

ものの、未だ企業の設備投資の動きは弱く、極めて厳しい経営環境が続いております。

このような状況の中、当社では徹底した経費削減による販売管理費の抑制などの収益体質の強化、積極

的な営業活動を展開して受注の確保に努めるなどの様々な施策を実行してまいりました。これらの結果、

当第３四半期の業績は、売上高５億１千万円（前年同四半期比15.5％増）、営業損失２百万円（前年同四

半期の営業利益は２千３百万円）、経常利益0.6百万円（前年同四半期比97.7％減）、四半期純損失２百

万円（前年同四半期の四半期純損失は１億３千６百万円）となりました。セグメントの業績を示すと、以

下のとおりです。

※前年同四半期比（％）については、セグメント区分に変更がないため従来どおり記載しております。

　
イ．工業炉燃焼装置関連事業

工業炉燃焼装置関連事業につきましては、売上高５億９百万円（前年同四半期比15.6％増）、営業利益

５千８百万円（前年同四半期比38.1％減）となりました。

なお、工業炉燃焼装置関連事業の部門別の売上高は次のとおりです。

　
［環境装置石油化学部門］

環境装置石油化学部門におきましては、前年同四半期比67.2％増の１億４千万円の売上高となりま

した。

［工業炉部門］

工業炉部門におきましては、依然として自動車関連向けの落ち込みが大きく、前年同四半期比44.7％

減の２千万円の売上高となりました。

［ボイラ用機器部門］

各種ボイラ用パッケージバーナユニット、各種ボイラ用バーナ部門におきましては、前年同四半期比

44.6％減の４千２百万円の売上高となりました。

［工業炉用機器部門］

工業炉用機器部門におきましては、前年同四半期比65.4％増の７千万円の売上高となりました。

［産業機械用機器部門］

産業機械用機器部門におきましては、前年同四半期の売上高が0.8百万円と大きく落ち込んでおりま

したが、当四半期売上は大幅に回復し３千万円の売上高となりました。

［メンテナンスサービス部門］

各種燃焼設備の整備、工事、メンテナンス部門におきましては、子会社である㈱ファーネスＥＳが順

調に推移し、前年同四半期比88.2％増の７千６百万円の売上高となりました。

［部品部門］

燃焼装置・機器の部品販売部門におきましては、前年同四半期比18.9％減の６千５百万円の売上高

となりました。

［ＨＲＳ部門］

ＨＲＳ部門におきましては、前年同四半期比9.3％減の４千８百万円の売上高となりました。
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［電気計装制御盤事業]

電気計装制御盤事業部門におきましては、前年同四半期比39.0％減の１千５百万円の売上高となり

ました。

　
ロ．その他の事業

その他の事業につきましては、売上高0.7百万円（前年同四半期比1.2％増）、営業利益６千４百万円

（前年同四半期比2.6％増）となりました。

　
なお、前年同四半期比の増減金額および増減率は参考情報として記載しております。
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（2）財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて11.5％減少し、22億６千６百万円となりました。これは現金

及び預金１億８千８百万円、受取手形及び売掛金１億５千５百万円がそれぞれ減少したことなどによ

るものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.1％減少し、10億１千８百万円となりました。これは保険積

立金の解約による減少５百万円、のれんの償却による減少４百万円などによるものであります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて18.7％減少し、４億７千４百万円となりました。これは支払

手形及び買掛金の減少７千７百万円、賞与引当金の減少３千３百万円などによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて6.4％減少し、５億３千６百万円となりました。これは退職給

付引当金の減少３千７百万円などによるものであります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて7.0％減少し22億７千３百万円となりました。

これは四半期純損失１億７千１百万円の計上、その他有価証券評価差額金の減少３百万円などによる

ものであります。

　
（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して

14.4％の減少となり、残高は11億３千９百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において支出した資金は１億１千９百万円となりました（前第３四半期

連結会計期間は５千６百万円の収入）。主な要因は売上債権の増加６千７百万円、棚卸資産の増加９千

１百万円、仕入債務の増加７千９百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において支出した資金は４百万円となりました（前第３四半期連結会計

期間は２百万円の支出）。主な要因は定期預金の預入による支出１百万円、投資有価証券の取得による

支出２百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において獲得した資金は５千８百万円となりました（前第３四半期連結

会計期間は１千３百万円の収入）。主な要因は長期借入れによる収入４千５百万円などによるもので

あります。

　
（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は７百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要

な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 118,610,000

計 118,610,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,653,34229,653,342
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード）

単元株式数は100株であります。

計 29,653,34229,653,342 ― ―

(注)  大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とと

もに、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券

取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

平成17年12月20日定時株主総会特別決議

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年12月31日)

新株予約権の数 (個) 767

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 (数) 767,000

新株予約権の行使時の払込金額 (円)
新株予約権1個につき

483,000

新株予約権の行使期間 平成20年1月15日～平成23年1月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額 (円)

発行価格        483
資本組込額      242

新株予約権の行使の条件 （注） 参照

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を受
けなければこれをすることができない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注）①  権利行使時において、当社および当社関連会社の取締役、監査役、顧問または従業員であることを要する。た

だし、任期満了による退任、定年退職その他正当な事由のある場合はこの限りではない。

②  新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとする。

③  各新株予約権の一部行使は認められない。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

― 29,653,342 ― 2,091,252 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

荒川  茂俊 埼玉県川口市 6,000 2.02

渋谷  実 埼玉県川越市 5,401 1.82

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜二丁目４番６号 5,028 1.69

藤井  明浩 兵庫県西宮市 4,572 1.54

斉藤  征夫 東京都世田谷区 4,200 1.41

外尾  暁裕 愛知県知多市 3,400 1.14

本竹  弘幸 神奈川県川崎市 3,239 1.09

アイアム株式会社 鹿児島市高麗町３－６ 3,000 1.01

川瀬  靖雄 兵庫県西宮市 2,976 1.00

永山  正 富山県富山市 2,860 0.96

計 ― 40,676 13.72
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(7) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― 　

議決権制限株式(自己株式等) ― ― 　

議決権制限株式(その他) ― ― 　

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式200

― 　

完全議決権株式(その他) 普通株式29,651,000296,510
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 普通株式2,142 ― 　

発行済株式総数 29,653,342 ― ―

総株主の議決権 ― 296,510 ―

(注)  「完全議決権株式（その他）」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式3,000株（議決権30個）が含まれ

ております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 
（自己保有株式）
株式会社ＮＦＫホール
ディングス
 

神奈川県横浜市鶴見区尻
手２丁目１番５３号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00

(注)  上記以外に自己名義所有の単元未満株式96株を保有しております。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 47 45 42 37 35 43 33 33 34

最低(円) 38 34 34 31 30 31 28 27 28

(注)  最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、平成22

年10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 取締役 久保田  隆 平成22年９月16日

取締役 代表取締役社長 城寳    豊 平成22年９月16日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、監査法人元和により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,182,389 1,370,859

受取手形及び売掛金 ※4
 621,493

※1
 776,803

仕掛品 ※2
 280,496

※2
 236,276

原材料及び貯蔵品 137,790 142,321

その他 45,821 37,205

貸倒引当金 △1,887 △1,887

流動資産合計 2,266,104 2,561,579

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※3
 104,289

※3
 110,988

機械装置及び運搬具（純額） ※3
 4,218

※3
 4,735

土地 703,022 699,206

その他（純額） ※3
 10,454

※3
 14,506

有形固定資産合計 821,984 829,438

無形固定資産

ソフトウエア 5,306 9,917

のれん 4,093 8,187

その他 452 559

無形固定資産合計 9,853 18,665

投資その他の資産

投資有価証券 93,185 91,390

長期貸付金 896,000 896,000

その他 179,823 190,434

貸倒引当金 △982,000 △985,150

投資その他の資産合計 187,009 192,674

固定資産合計 1,018,847 1,040,778

資産合計 3,284,952 3,602,357
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 305,484 382,829

短期借入金 46,800 16,672

未払法人税等 4,767 20,766

賞与引当金 23,290 56,872

完成工事補償引当金 21,179 17,941

その他 ※2
 73,323

※2
 89,182

流動負債合計 474,845 584,264

固定負債

長期借入金 30,000 4,988

退職給付引当金 226,397 263,502

再評価に係る繰延税金負債 261,105 261,105

その他 19,308 44,157

固定負債合計 536,811 573,754

負債合計 1,011,657 1,158,019

純資産の部

株主資本

資本金 2,091,252 2,091,252

利益剰余金 △197,593 △29,790

自己株式 △195 △194

株主資本合計 1,893,463 2,061,267

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,180 1,058

土地再評価差額金 382,011 382,011

評価・換算差額等合計 379,830 383,070

純資産合計 2,273,294 2,444,337

負債純資産合計 3,284,952 3,602,357
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 2,035,908 1,381,082

売上原価 1,419,822 1,056,703

売上総利益 616,086 324,378

販売費及び一般管理費 ※
 561,291

※
 533,756

営業利益又は営業損失（△） 54,795 △209,378

営業外収益

受取利息及び配当金 1,041 1,621

仕入割引 4,006 3,452

補助金収入 2,459 1,095

その他 4,796 3,940

営業外収益合計 12,304 10,110

営業外費用

支払利息 1,227 608

手形売却損 1,993 127

持分法による投資損失 2,262 5

為替差損 － 1,510

その他 965 644

営業外費用合計 6,448 2,895

経常利益又は経常損失（△） 60,650 △202,163

特別利益

前期損益修正益 4,652 －

固定資産売却益 42,427 －

貸倒引当金戻入額 19,169 3,150

賞与引当金戻入額 － 22,771

役員退職慰労引当金戻入額 － 25,100

償却債権取立益 49,415 －

受取和解金 30,000 －

その他 20,527 3,101

特別利益合計 166,192 54,122

特別損失

保険解約損 － 2,303

固定資産除却損 62 43

貸倒引当金繰入額 39,542 －

投資有価証券評価損 122,925 1,269

減損損失 8,709 －

その他 10 －

特別損失合計 171,250 3,616

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

55,592 △151,657

法人税、住民税及び事業税 29,062 7,965

法人税等還付税額 △9,546 △1,404

法人税等調整額 20,899 13,400

法人税等合計 40,416 19,961

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △171,618

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,176 △171,618
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 442,016 510,650

売上原価 251,130 350,443

売上総利益 190,886 160,207

販売費及び一般管理費 ※
 167,155

※
 163,105

営業利益又は営業損失（△） 23,730 △2,898

営業外収益

受取利息及び配当金 267 609

仕入割引 608 1,158

持分法による投資利益 － 2,018

補助金収入 2,210 96

その他 4,052 319

営業外収益合計 7,139 4,202

営業外費用

支払利息 367 320

持分法による投資損失 716 －

為替差損 － 294

その他 200 11

営業外費用合計 1,284 626

経常利益 29,585 677

特別利益

固定資産売却益 2,512 －

貸倒引当金戻入額 1,500 150

退職給付引当金戻入額 △10,213 －

役員退職慰労引当金戻入額 1,226 －

特別利益合計 △4,975 150

特別損失

固定資産除却損 52 11

投資有価証券評価損 120,000 1,269

減損損失 208 －

貸倒引当金繰入額 39,542 －

特別損失合計 159,804 1,280

税金等調整前四半期純損失（△） △135,193 △453

法人税、住民税及び事業税 505 2,197

法人税等還付税額 △1,449 △314

法人税等調整額 1,752 －

法人税等合計 808 1,882

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,335

四半期純損失（△） △136,002 △2,335
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

55,592 △151,657

減価償却費 26,588 18,958

のれん償却額 4,075 4,093

為替差損益（△は益） － 1,510

減損損失 8,709 －

固定資産除却損 62 43

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20,785 △3,150

退職給付引当金の増減額（△は減少） △35,971 △37,104

工事損失引当金の増減額（△は減少） 2,979 △609

賞与引当金の増減額（△は減少） △39,114 △33,582

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,422 △23,750

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 5,258 3,237

受取利息及び受取配当金 △1,041 △1,621

支払利息 1,227 608

持分法による投資損益（△は益） 2,262 5

固定資産売却損益（△は益） △42,427 －

投資有価証券評価損益（△は益） 122,925 1,269

和解金 △30,000 －

売上債権の増減額（△は増加） 235,725 155,309

たな卸資産の増減額（△は増加） △71,096 △39,688

仕入債務の増減額（△は減少） △197,056 △77,345

その他 33,900 △21,042

小計 107,808 △204,514

利息及び配当金の受取額 1,041 1,621

和解金の受取額 15,759 －

利息の支払額 △1,227 △608

法人税等の支払額 △32,074 △36,682

法人税等の還付額 9,546 1,404

営業活動によるキャッシュ・フロー 100,852 △238,779
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,023 △4,001

定期預金の払戻による収入 6,407 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △17,035 △8,678

有形及び無形固定資産の売却による収入 77,907 －

投資有価証券の取得による支出 △7,531 △8,032

貸付けによる支出 △15,000 △800

貸付金の回収による収入 25,697 4,169

その他の支出 △11,189 －

その他の収入 4,624 －

その他 171 10,021

投資活動によるキャッシュ・フロー 60,028 △7,320

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000 21,800

長期借入れによる収入 － 45,000

長期借入金の返済による支出 △46,397 △11,660

自己株式の取得による支出 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △126,398 55,138

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △1,510

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 34,482 △192,471

現金及び現金同等物の期首残高 866,462 1,332,289

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 900,945

※
 1,139,817
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１. 連結の範囲に関する事項の

変更

（１）連結の範囲の変更

日本ファーネス製造株式会社は、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間

において清算結了したため、連結の範囲から除外しております。

（２）変更後の連結子会社の数

３社

２. 会計処理基準に関する事項

の変更

（１）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関

する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準

第16号 平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関

する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用してお

りますが該当事項はありません。

（２）完成工事補償引当金

従来、完成工事の補償損失に備えるため、過去の実績率に基づき完成工事補償

引当金を計上しておりましたが、将来発生する補償損失額をより精緻に見積も

るために、四半期を含む各連結会計期間末において存在する補償工事案件につ

き、将来の発生が予想される補償損失額を各案件別に見積り計上する方法に変

更しております。この結果、従来の方法に比べて当第３四半期連結累計期間の売

上総利益が8,594千円減少、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

がそれぞれ同額増加しております。
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【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

１. 前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用総額

の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四

半期連結累計期間の「その他」に含まれる「為替差損」は651千円であります。

２. 前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めていた「賞与引当金戻入額」及び「役員退

職慰労引当金戻入額」は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記す

ることとしております。なお、前第３四半期連結累計期間の「その他」に含まれる「賞与引当金戻入額」及び

「役員退職慰労引当金戻入額」はそれぞれ10,626千円及び1,226千円であります。

３. 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

１. 前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「為

替差損益（△は益）」は重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしておりま

す。なお、前第３四半期連結累計期間の、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「為

替差損益（△は益）」は651千円であります。

２. 前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました「そ

の他の支出」及び「その他の収入」（当第３四半期連結累計期間はそれぞれ△9,820千円、19,219千円）は、重

要性等を考慮し、当第３四半期連結累計期間では、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含

めて表示しております。

　

　

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

１. 前第３四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました流動負債の「未払金」（当第３四半期連結会計

期間10,099千円）は負債及び純資産の合計額の100分の10以下となっておりますので、当第３四半期連結会計

期間では流動負債の「その他」に含めて表示しております。

（四半期連結損益計算書関係）

１. 前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用総額

の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四

半期連結会計期間の「その他」に含まれる「為替差損」は8千円であります。

２. 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、

前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法

によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについ

てのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

　

　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

──────

※２  たな卸資産及び工事損失引当金の表示

損失の発生額が見込まれる工事契約に係る未成工

事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで

表示しております。

損失の発生が見込まれる工事契約にかかる未成工

事支出金のうち、当第３四半期連結会計期間末にお

ける工事損失引当金に対応する額はありません。

※３  有形固定資産の減価償却累計額は591,584千円で

あります。

※４  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

       受取手形                          9,999千円

       支払手形                          1,327千円

※１  受取手形割引高は28,800千円であります。

※２  たな卸資産及び工事損失引当金の表示

損失の発生額が見込まれる工事契約に係る未成工

事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで

表示しております。

損失の発生が見込まれる工事契約にかかる未成工

事支出金のうち、工事損失引当金に対応する額は609

千円であります。

※３  有形固定資産の減価償却累計額は578,974千円で

あります。

──────

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※  販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬及び従業員給与賞与             236,559千円

賞与引当金繰入額                        33,134千円

退職給付費用                             7,721千円

法定福利費                              44,141千円

支払手数料                             103,365千円

役員退職慰労引当金繰入額                 5,648千円

減価償却費                               7,849千円

※  販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬及び従業員給与賞与             201,643千円

賞与引当金繰入額                        17,548千円

退職給付費用                            16,608千円

法定福利費                              35,738千円

支払手数料                              80,174千円

役員退職慰労引当金繰入額                 1,350千円

減価償却費                              12,352千円

　

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※  販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬及び従業員給与賞与              75,703千円

賞与引当金繰入額                         7,716千円

退職給付費用                             6,172千円

法定福利費                              13,125千円

支払手数料                              25,509千円

役員退職慰労引当金繰入額                 1,663千円

減価償却費                               2,580千円

※  販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬及び従業員給与賞与              65,731千円

賞与引当金繰入額                         3,487千円

退職給付費用                             1,980千円

法定福利費                              11,885千円

支払手数料                              28,295千円

役員退職慰労引当金繰入額                   625千円

減価償却費                               4,100千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

現金及び預金 962,511千円

計 962,511千円

預入期間が３か月超の定期預金 △61,566千円

現金及び現金同等物 900,945千円

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成22年12月31日現在)

現金及び預金 1,182,389千円

計 1,182,389千円

預入期間が３か月超の定期預金 △42,572千円

現金及び現金同等物 1,139,817千円

　

　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１

日  至  平成22年12月31日)

１. 発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,653,342

　

　

２. 自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 296

　

　

３. 新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

該当事項はありません。

　

　

４. 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５. 株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

441,238 778 442,016 ─ 442,016

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 67,059 67,059 (67,059) ―

計 441,238 67,837 509,076(67,059)442,016

営業利益 94,363 62,950 157,313(133,583)23,730

(注) １  事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

2,033,315 2,592 2,035,908 ─ 2,035,908

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 241,278 241,278(241,278) ―

計 2,033,315243,8712,277,187(241,278)2,035,908

営業利益 280,470 228,963 509,434(454,638)54,795

(注) １  事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

重要な在外子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

　

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 9,905 24,670 33,955 68,530

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 442,016

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

2.2 5.6 7.7 15.5

(注) １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 85,818 66,689 89,684 242,192

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 2,035,908

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

4.2 3.3 4.4 11.9

(注) １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

  当社グループは、各種燃焼装置を製造・販売しており主な製品群としては「バーナ等の燃焼機器部品」

「各種プラント燃焼装置」に区分されます。製品の製造方法・過程等が概ね類似していることから「工業

炉燃焼装置関連事業」として集約し、また一部当社で不動産の賃貸等を行っており「その他の事業」とし

ております。なお、前連結会計年度のセグメント区分から変更はありません。

　

　

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２工業炉燃焼装置

関連事業
その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,378,710 2,371 1,381,082 ― 1,381,082

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 208,725 208,725(208,725) ―

計 1,378,710211,0961,589,807(208,725)1,381,082

セグメント利益又は損失
（△）

△27,195 198,777 171,581(380,959)△209,378

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△380,959千円には、セグメント間取引消去△208,725千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△172,234千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２工業炉燃焼装置

関連事業
その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 509,863 787 510,650 ― 510,650

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 67,075 67,075 (67,075) ―

計 509,863 67,862 577,725 (67,075) 510,650

セグメント利益又は損失
（△）

58,424 64,590 123,015(125,913)△2,898

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△125,913千円には、セグメント間取引消去△67,075千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△58,838千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

　

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動はありません。

　

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 76.66円
　

　 　

　 82.43円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,273,294 2,444,337

普通株式に係る純資産額(千円) 2,273,294 2,444,337

普通株式の発行済株式数(株) 29,653,342 29,653,342

普通株式の自己株式数(株) 296 266

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株) 29,653,046 29,653,076

　
　

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

　

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 0.51円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため
記載しておりません。
　

１株当たり四半期純損失金額 △5.79円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失(△)(千円)

15,176 △171,618

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失(△)(千
円)

15,176 △171,618

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 29,653,087 29,653,052

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式に
ついて前連結会計年度末から重要な変動がある場合の
概要

─ ─
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 4.59円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失金額 0.08円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) △136,002 △2,335

普通株式に係る四半期純損失(千円) △136,002 △2,335

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 29,653,081 29,653,046

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式に
ついて前連結会計年度末から重要な変動がある場合の
概要

─ ─

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

　

(リース取引関係)

前連結会計年度と比較して、リース取引残高に著しい変動はありません。
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２ 【その他】

重要な訴訟案件等

１．武田芳夫（元代表取締役）との訴訟について

当社は、当社元代表取締役武田芳夫氏と①当社の開示資料により名誉を棄損されたとして金１千７百

万円および利息と、当該開示資料の削除等を求める損害賠償訴訟（本訴訴訟、原告：武田氏）②当社及び

当社子会社の取締役もしくは代表取締役としての在任期間中に、善管注意義務違反及び忠実義務に反し

て当社に損害を与えたとして、金８億６千１百万円の損害賠償請求訴訟（反訴訴訟、原告：当社）の２件

の訴訟について争ってまいりましたが、平成23年１月27日付にて東京地方裁判所より判決があり、双方の

請求が棄却されております。当社では、反訴訴訟に対する判決を不服として、平成23年２月９日開催の取

締役会にて控訴を決議いたしました。

（当社の業績に与える影響について）

本民事訴訟が当社業績に与える影響は現時点では明らかではありません。

　

２．明治建物株式会社に対する貸金返還請求訴訟について

明治建物株式会社（現社名：株式会社ＦＩＥＬＤ）に対し、貸付金８億９千４百万円および遅延損害

金を求める貸金返還請求訴訟を提起しておりましたが、平成22年９月25日に明治建物株式会社（現社

名：株式会社ＦＩＥＬＤ）が当社に対し８億９千４百万円および遅延損害金を支払う旨の判決があり訴

訟は終結いたしました。当社は本判決を受けて貸付金の回収に向けしかるべき手段を講じてまいりまし

たが、平成23年１月14日に大阪地方裁判所は明治建物株式会社（現社名：株式会社ＦＩＥＬＤ）の破産

手続開始を決定いたしました。

（当社の業績に与える影響について）

当該貸付金につきましては、全額貸倒引当金を計上済みとなっておりますので、今回の破産手続

開始に伴う当社業績予想に与える影響はございません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月15日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会  御中

　

監査法人元和

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    塩    野    治    夫    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    來    嶋    真    也    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＮＦＫホールディングスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日

から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＦＫホールディングス及び連結子

会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連

結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年１月29日に明治建物株式会社に対して準消費貸

借契約に基づき金８億９千４百万円及び遅延損害金の支払いを求める貸金返還請求訴訟を提起している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月14日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会  御中

　

監査法人元和

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    塩    野    治    夫    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    山  野  井    俊  明    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＮＦＫホールディングスの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日

から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＦＫホールディングス及び連結子

会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連

結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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